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研究成果の概要（和文）：今日の企業や組織においては，職員に期待する能力として，業務知識以上に，コミュ
ニケーション力など汎用的な能力（コンピテンシー）が求められている。コンピテンシーの育成と評価に適した
教育方法の一つとしてグループ演習があげられる。そこで著者らは，情報システム設計に関するグループ演習授
業において，学生のレポートの記述内容からコンピテンシーを評価する方式を開発して，3年間にわたって評価
の実施，結果の分析を行った。リーダー、実務エキスパートなどグループ内の役割ごとに分析したところ，それ
ぞれの役割の特徴が分析され，演習運営の改善に生かすことができた。

研究成果の概要（英文）：Companies and organizations today require general-purpose abilities 
(competencies) such as communication, more than expertise. Group exercises are one of the teaching 
methods suitable for fostering and evaluating competencies. In group practice classes concerning 
information system design, the authors developed a method to evaluate competencies from the 
students’ written reports, and conducted evaluations and result analyses over a period of three 
years. After evaluating each group’s roles, such as being a leader or a practical expert, the 
characteristics of each role were evaluated and used in the improvement of these exercises.

研究分野： 1302
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
(1) 社会的ニーズ 
企業や組織の活動の骨格を成す情報シス

テムを構築するため、コンサルタントや IT
アーキテクトなどの高度 IT 人材が求められ
ている。これらの人材に求められる能力とし

て、多様な関係者との問題を定義し解決する

ための汎用的な能力であるコンピテンシ

(competencies)が注目されている。全国の IT
企業に対するアンケート調査によれば、最新

技術に関するスキル以上に顧客業務に対す

る分析力・改善提案力などのコンピテンシに

属する項目が期待されている（情報処理推進

機構、IT人材白書 2012、3.1.2項）。 
コンピテンシは、2000 年代からわが国に

おいて大学生の就業力向上の観点から注目

され、たとえば中央大学では、コミュニケー

ション力など 6分野のコンピテンシ項目とそ
れらを育成するためのプロジェクト教育メ

ニューを提示し、学生に毎年の達成目標の設

定と実施内容の自己評価を行わせている。 
ところが、高度 IT 人材を目指す学生にお

いてはコンピテンシの重要性や育成方法に

ついて十分な情報がもたらされていない。

PBL（課題解決型学習）など実践型演習の適
合性が高いと言われているものの、それらの

演習のなかで具体的にどういう行動が求め

られるのか、企業がどの程度の活動を期待し

ているのかが曖昧なため、十分な学習が実施

されていない状況がある。 
(2) 従来の研究動向とその問題点 
大学における専門知識以外の評価に関し

ては、講義科目ごとに IT、分析、表現力、語
学、問題解決との関連度を定義しておき、社

会で活躍している卒業生が残した成績との

対比から学生の実践力を視覚化する機能が

提案されている（小川他、実践力重視の理系

人材育成を目指したロールモデル型ポート

フォリオ活用、日本教育工学論文誌  31(1) 
51-59）。また、学習の進捗に関しては、プ
ロジェクトとして管理する方法が提案され

ている（川口他、プロジェクトマネジメント

機能を有する e ラーニングシステムの開発、
IEICE ET2006-16）。 
これらによって、学生にコンピテンシへの

関心を持たせ、卒業時までのコンピテンシ育

成関連科目の履修を管理することができる。

しかし、授業等における学生の具体的な行動

に対してコンピテンシを評価することがで

きない。また、学生が授業時の行動において

コンピテンシを高める方法を知ることがで

きない。 
(3)	研究担当者のそれまでの経験と研究	

研究代表者は、1980年代から2007年まで、

企業において自らが高度 IT 人材として職務

に当たり、コンピテンシの重要性、発揮する

構造に関して見識を深めてきた。IT 分野の人

材体系である IT スキル標準の定義と普及に

当 た る コ ミ ュ ニ テ ィ 委 員 を 勤 め た

(2002-2006)。	

	 大学での IT 専門教育に関しては、2010 年

より静岡大学情報学部のカリキュラム改訂

を主導し(2016 年 4 月、行動情報学科設立)、

コンピテンシを高める PBL 型の産学連携授業

の拡大を推進した。また 2011 年より課外活

動としてのビジネスコンテストを開催し、学

生が社会人との討論するなかでコンピテン

シを獲得させることを実施した。IT 分野で目

標となる人材と大学の授業で学ぶ知識等の

関係を記述した知識ベースを核としたキャ

リア支援システムである ITPost を開発し、

静岡大学情報学部 IS プログラムの学生に公

開している（神原、手塚、湯浦、キャリア知

識ベースを用いた情報系学生の学習目標管

理システム、静岡大学情報学研究	第 20 巻,	

pp.29-49）。 
以上の研究開発成果および教育の実績、企

業時代からの経験等をもとに、産業界の協力

を得て IT コンピテンシ育成環境を構築する

という着想を得た。 
 
２．研究の目的 
	 本研究では、高度 IT 人材に求められるコ
ンピテンシ項目、演習時において期待される

コンピテンシ発揮行動や学生達の属性・実績

の関係、評価基準などを格納した IT コンピ
テンシ知識ベースを開発する。教員やティー

チングアシスタントが、それを用いて演習時

における学生のコンピテンシ発揮度を評価

するとともに、演習指導に反映させるコンピ

テンシ育成マネジメント機能を開発する。特

に学生がグループを組んで演習を行う場合

のグループ内での役割に注目して、役割タイ

プに適した指導方法を考察する。これらの機

能の開発は、実際の授業に適用させながら探

索的に実施する。 
 
３．研究の方法 
	 本研究は以下の手順で進められた。	
(1) コンピテンシ項目およびグループ活動

における役割タイプを定義する。コンピ
テンシ項目としては、OECD	PISA が提唱
する協調問題解決(CPS)フレームワーク
を採用した。CPS フレームワークには、
①共通理解の構築・維持、②問題解決へ
の適切な行動、③チーム組織の構築・維
持という 3 つの軸と、3 つの軸に共通し
て、(a)探索と理解、(b)表象と定式化、
(c)計画と実行、(d)観察と省察という４
つの成熟度が定義されている。役割タイ
プとしては、リーダー、実務エキスパー
ト、調整役、作業者、フリーライダーお
よびその他を設定した。	



(2) コンピテンシ評価の対象とする授業お
よび対象学生を設定する。静岡大学情報
学部 IS プログラムの 2 年後期の必修科
目である「Web システム設計演習」を対
象授業とした。この授業では学生 5名が
グループを組んで、顧客に扮した企業講
師へのヒアリングを行いながら情報シ
ステムの要求仕様作成を実施する。最終
年度においては、同じ学年の必修科目で
ある「プロジェクトマネジメント」にお
いてもコンピテンシ評価を実施した。	

(3) 対象学生が過去の授業において果たし
たグループ活動の役割タイプを調査す
る。2 年前期において開講される「情報
システム基礎演習」のグループにおいて
実際に果たした役割を、学生へのアンケ
ートに基づいて分析した。その結果、調
整役と分析される学生が毎年最も多く、
続いて実務エキスパート、リーダーの順
となった。この分析結果をもとに、「Web
システム設計演習」では、なるべく異な
る役割タイプの学生が集まってグルー
プが構成されるようにメンバーを設定
した。	

(4) 対象とする授業を実施し、学生には振り
返りレポートを課す。演習の前半期間と
後半期間の 2 回にわたって、学習目標、
学習実績と成果、気付き／振り返りを含
むレポート（学習ジャーナル）を記述さ
せた。学習目標は各期間のはじめに、学
習実績と成果、気付き／振り返りは各期
間の終了時に記述させた。学習実績と成
果、気付き／振り返りに対する分析では、
自分が未達成であることに気がついた
という内容ならば 1 ポイントであるが、
改善しようという意思を示している場
合には 2ポイント、さらに達成したこと
を評価している場合には 3ポイントをカ
ウントした。	

(5) 振り返りレポートを分析して、学生個人
ごとのコンピテンシを評価する。学習ジ
ャーナルの記述において CPSフレームワ
ークに関連するキーワードが含まれて
いればそれをカウントした。関連キーワ
ードは、各年度の学習ジャーナル分析時
に該当語を収集して関連キーワード集
として定義していった。	

(6) 学生の役割タイプとコンピテンシの関
係などを分析する。また学生の演習の様
子を観察して、コンピテンシの変動と実
際の活動状況との関係を考察する。一部
の年度においては、米国の教育学者であ
るケラーが提唱する ARCS モデルに基づ
く意欲調査結果との関係、および同じ学
生の他の授業（他のグループ）でのコン
ピテンシ向上との関係を分析した。	

(7) コンピテンシをより向上させる演習指
導方法を考察し、運営に反映させる。	

(8) (3)～(7)を繰り返す。2013 年度に予備実
験をおこなったほか、2014年度から 2016

年度にわたって実施した。	
(9) (3)〜(7)の実験活動およびコンピテン

シの評価・育成を情報システム構築の過
程に組み込んで普及させる場合を想定
して、その基盤を担う汎用性と拡張性の
高い知識処理技術に関して研究を行う。	
	

４．研究成果	
(1)	全体として、前半期間から後半期間にか

けてコンピテンシの伸びが計測された。
学生達はこの授業の演習に熱心に取り
組みグループでの討論も盛んであった
こと、また 2014 年の後半のみ下降した
が、その期間だけはクラス全体として議
論の盛り上がりが少なかったことと一
致している。	

(2)	役割タイプでは、リーダーのコンピテン
シ の 伸 び が 最 大 で あ っ た 年 度
(2015,2016)と、実務エキスパートと調
整役のコンピテンシの伸びがそれを上
回る年度(2014)があった。2015 年度およ
び 2016 年度ではグループによる議論が
活発で、提案された多数の仕様案を一つ
にまとめるためにリーダーが大きな役
割を果たしたと考えられる。一方 2014
年度では前半で仕様設定の方針がおお
かた確定し、後半では比較的順調に作業
が進められたため、リーダーよりも、実
質的な仕様定義作業の貢献が大きい実
務エキスパートや調整役の能力発揮が
大きかったと考えられる。リーダーのコ
ンピテンシでは、①共通理解の構築・維
持の値が低い値となることが多かった。
リーダーのコンピテンシをより向上さ
せるには、メンバーとの質問＆回答の時
間など視点を広げるコミュニケーショ
ンの機会を設定し、より問題を深堀して
メンバーとの討論を実施させることが
有効と考えられる。	

(3)	実務エキスパートは、前半でのコンピテ
ンシ値が高いことが多く、これは演習の
はじめの期間で解決案のビジョンを示
す活動によって大きな役割を果たして
いるからであると考えられる。反面、(c)
計画と実行が低く、成果物を本格的に作
成していくフェーズになると、グループ
全体の工程への興味が低くなる傾向が
見られる。そこで、実務エキスパートの
コンピテンシ向上には、議論の議事録作
成や内容確認などを担当させて、グルー
プの活動全体の状況に対して注意を注
ぐ機会を増やすことが考えられる。	

(4)	調整役は実務的に堅実な働きを行って
おり、コンピテンシもおおかた上位であ
るが、②問題解決への適切な行動の値が
低めとなっている。この演習のグループ
の中での問題解決の担当は、リーダーや
実務エキスパートに委ねることもでき
るが、学生達は将来様々な役割を担うこ
とが期待されるので、②も向上させる必



要がある。グループで設定した問題の解
決法のレビューを担当させる、あるいは
問題の一部の解決法を担当させるなど、
問題解決を直接的に担当する機会を増
やすことが有効と考えられる。	

(5)	作業者やフリーライダーは、元来あまり
多くのコンピテンシ発揮を期待しない
役割タイプである。そこで、演習前半で
のコンピテンシ値は低くなっているが、
後半への伸びの点では、リーダー、実務
エキスパートとの差は少ない。前半の作
業の中でグループ内での主体的なポジ
ションを獲得できないと作業者やフリ
ーライダーとなってしまう傾向がある
が、後半において②問題解決への適切な
行動や(d)観察と省察において高い値を
示すことがある。そこで、グループのな
かでいったん主体性の低い立場となっ
てしまっても、グループの活動の方向に
関心を失わずに、発言の機会を大切にし
ていくように指導することが有効と考
えられる。	

(6)コンピテンシの 3 つの軸のなかでは、②
問題解決への適切な行動が、全体として
最もコンピテンシが高かった。仕様定義
という与えられた課題を達成するとい
うグループ活動の目的が良く理解され
たことになる。前半から後半にかけての
コンピテンシの伸びに関しては、③チー
ム組織の構築・維持が大きく向上してい
ることが多かった。演習が続くに連れて
メンバーの人格、特徴や自分にはない能
力を理解し、協力して作業することの意
義の理解を深めたと考えられる。	

(7)	コンピテンシの 4つの成熟度のなかでは、
(d)観察と省察が全体に高い値となった。
学生達が活動を振り返る上では、何を探
索し、何を定義し、どう実行を計画した
かよりも、何ができたかを観察・省察す
るほうが考えやすいと予想していたが、
まさにそのことが反映された結果とな
った。また前半期間ではしばしば(b)表
象と形式化が大きな値を示しており、こ
れは各メンバーから様々な視点からの
問題提起がなされるなかで、議事進行の
ために用語や前提条件の定義などが実
施されたことに対応すると考えられる。	

(8)		ARCS モデルは、学習意欲の高まるプロ
セスを「注意：Attention」、「関連
性:Relevance」、「自信:Confidence」、「満
足感:Satisfaction」の 4 つにモデル化
したものであり、36 項目の質問からなる
測定ツールを有している。このツールを
用いて学生たちの意欲を測定したとこ
ろ、ARCS のいずれにおいてもリーダーが
最も高位でかつ前半から後半にかけて
向上していた。ARCS のなかでは、A,	R
が高位であるのに対し、C,	S,	特に C が
低い値となった。この授業の演習では、
演習の過程のなかで学生たちが情報シ

ステムの要求仕様定義の難しさや作業
開始時には気づかなかった課題を次々
に発見していくことを狙いの一つとし
ているので、期待された結果と言える。	

(9)	2016 年度においては、同じ対象学生が並
行して受講する授業である「プロジェク
トマネジメント」においても、違うメン
バー構成のグループで演習を行うので、
同様のコンピテンシ評価を実施した。全
体としてはコンピテンシが低く測定さ
れたが、これは、２つの授業で同時期に
同様の振り返りシートの記述を学生に
課したためと書く意欲が抑制されたと
思われる。「WEB システム設計演習」で
個々の学生について評価されたコンピ
テンシ値と「プロジェクトマネジメン
ト」でのコンピテンシ値には相関が見ら
れず、コンピテンシの育成には、個人の
資質や意欲だけではなく、グループメン
バーや課題の内容が大きく関わると考
えられた。	

(10) 2013 年度の予備実験では、グループごと
のコンピテンシに注目し、出足好調型グ
ループと出足不調型グループという 2つ
のタイプを分析した。2014 年度の授業開
始にあたっては、各チームが出足不調よ
りも出足好調となるように、コンピテン
シの育成には学習の目標設定が重要で
あることを述べた。その結果、2014 年度
は前半期間での成果が目覚ましく、逆に
後半期間での伸びを欠くこととなった。
2014 年度の分析では、②問題解決への適
切な行動に比べて、①共通理解の構築・
維持や③チーム組織の構築・維持が低位
にあることが示されたので、2015 年度に
おいては、演習時に学生チーム間を巡回
するアシスタントのフリートークとし
て、各チームの情報共有やチーム友好に
ついて問いかけてもらうようにして、若
干ではあるが学生たちの意識を高める
ように誘導した。その結果、後半期間に
おいては③の値が向上した。このように、
毎年コンピテンシの分析結果を演習運
営方法に反映し、演習の効果を向上させ
ていくことが可能となった。	

(11) 学生が記述した振り返りレポートから
コンピテンシをカウントするためのキ
ーワード集を、3 年間の分析作業を経て
収集した。キーワードを単独で照合する
のではなく、〜の（1群）、〜を（2群）、
〜する（3 群）という 3 つ組で記録・照
合して判定の精度を高めるともに、1群、
2 群、3 群の関係をネットワークで表現
して、キーワード集の拡張や照合を効率
的に行えるようにした。	

(12) コンピテンシに関する知識を扱うシス
テムの基盤技術として、ビッグデータの
効果的な利用法および高速処理技術に
着目して、宇宙情報、気象情報あるいは
観光情報の分野への応用に関する研究



論文を執筆した。またグループ演習に関
連して、学生のプレゼンテーションの能
力向上、簡潔なビジネス提案の技法、あ
るいは既存のビジネスやシステムと統
合した情報システムを構築していくた
めのマネジメント技法に関する研究を
実施し、研究発表を行った。	
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